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編集後記
本10号は，高尾先生古稀記念特集号として,相当に頁数の多いものとなりました。
高尾先生は，いまも豊礫としてご研究にまた後進のご指導にあたっておいでですが，
昨年来の私ども一同の計画が実を結び，いまこの記念号を捧げて，先生に本学会隆盛
の慶びをお頒ちいただけるに至ったことは，まことに嬉しい限りです。ご覧のとお
り，学内外からヴァラエティに富んだ多数のご寄稿を得ることができましたが，こ多
忙中また稀な酷暑のさなか，貴重な時を割いてご執筆下さいましたかたがたには，こ
こに厚くお礼を申し上げます。なおまた，当初折角執筆を予定しておられながら，期
日に間に合わず，編集の都合上玉稿を断念せざるをえなかったかたも幾人かあり，ご
関係の各位にお詫びいたしておきます。このような次第からも，お寄せ願った各原稿
の分量に，最初の意図に反して多少の相違が生まれましたが,編集上の事情をご諒承
いただければ幸甚です。
この古稀記念号の出版計画に関しては，さらに関西大学当局からも並々ならぬご配
慮を得,経済的なご援助をいただくことになっております。ご厚意に心から感謝いた
す次第です。
企画，校正等に関与したものは，関西大学独逸文学科の専任教員全員であります
が，原稿の割り付けその他編集の実際面には， 「実行委員」として，おもに脇阪,上
村，藤井の三人があたりました。
（藤井）
－
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関西大学独逸文学会会則昭和39年6月現在
本学会は関西大学独逸文学会と称する
本学会は独逸文学・独逸語学の研究及び普及をはかることを目的とする
本学会の前条の目的を達成するために次の事業を行なう
1． 毎年1回総会を開く
2． 毎年2回研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会，講演会などを行なう
本会は次の会員で組織する
1． 本学独文学科の専任教授・専任助教授･専任講師及び助手
2． 本学の教授・助教授・講師及び助手の有志者
3． 本学独逸文学科学生
4． 本学学生並びに卒業生中の有志者
本学会は会長一名・委員及び幹事それぞれ若干名を置く
1． 委員は本学独逸文学科の専任教授・助教授及び専任講師とする
2． 会長は委員会が委員中から推薦する
任期は二年とし重任を妨げない
3． 幹事は本学独逸文学科の助手・卒業生及び学生中から若干名を選び
委員会が委嘱する
任期は一年とし留任を妨げない
機関誌の編集委員は本学会の委員及び幹事2名とする。幹事2名は本学
会の幹事中より会長がこれを委嘱する
会費は年額五百円とする
本学会の事務所は本学文学部独逸文学科研究室に置く
会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行なう
〔備考〕 会費年額五百円（第七条）は昭和40年度よりとし，
39年度以前入学の学部学生の会費は据置とする。
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